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『
五
十
嵐
総
支
部
長
＆
二
瓶
事
務
局
長
』
の
総
支
部
新
執

行
体
制
ス
タ
ー
ト
。
総
支
部
へ
の
さ
ら
な
る
結
集
を
！ 

 

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
専
従
事
務
局
長
が
、

芳
賀
沼
崇
正
さ
ん
（
下
郷
町
職
労
）
か
ら
、

二
瓶
諒
太
さ
ん
（
西
会
津
町
職
労
）
に
替
わ

り
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

▼
【
図
表
１
】
に
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

会
津
総
支
部
か
ら
県
本
部
中
央
執
行
委
員

と
な
っ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

■
全
県
選
出
中
央
執
行
委
員 

 

調
査
部
長
（
専
従
） 

 

上
野
右
貴
さ
ん
（
喜
多
方
市
職
労
）
新 

■
総
支
部
選
出
中
央
執
行
委
員 

 

二
瓶
諒
太
さ
ん
（
西
会
津
町
職
労
）
新 

 

小
池
政
和
さ
ん
（
会
津
若
松
市
職
労
）
新 

▼
い
よ
い
よ
４
月
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
総
支
部
も
、
今
日
か
ら
新
体
制
で

ス
タ
ー
ト
で
す
。 

 

新
執
行
体
制
は
、
３
月
19
日
（
木
）
に
会

津
若
松
市
東
山
温
泉
『
御
宿 

東
鳳
』
で
開

催
し
た
総
支
部
第
63
回
定
期
大
会
に
お
い

て
【
図
表
１
】
の
と
お
り
満
場
一
致
で
決
定

 

2026 

当面の日程 

■４月 13 日（月） 

17:00～総支部執委 

18:00～総支部単代 

19:00～春闘２次オルグ 

（何れも会津労福会館） 
 

■４月 16 日（木） 

10:00～県本部執委・共済 

13:30～県本部単代会議 

15:15～共済県支部 同 

（何れも福島 GP） 

定期大会「ガンバロー三唱」（3 月 19 日 御宿 東鳳） 

 

新

執

行

体

制

ス

タ

ー

ト 

【図表１】2026 年度 総支部執行体制 

役職名 氏 名 出身単組等 

総 支 部 長 五十嵐久雄（ひさお） 喜 多 方 市 職 

副総支部長 竹田 義信（よしのぶ） 会津若松市職 

同 薄  一茂（かずしげ） 西 会 津 町 職 

同 酒井 崇敦（たかとし） 会津坂下町職 

同 目黒 健太（けんた） 只 見 町 職 

同 川村 美彦（よしひこ） 県職連合会津 

事 務 局 長 二瓶 諒太（りょうた） 
西 会 津 町 職 

県 本 部 中 執 

事務局次長 白岩 仁志（ひとし） 湯 川 村 職 

執 行 委 員 小池 政和（まさかず） 
会津若松市職 

県 本 部 中 執 

同 南波 昭平（しょうへい） 猪 苗 代 町 職 

同 長澤  巧（たくみ） 金 山 町 職 

同 芳賀沼崇正（たかまさ） 下 郷 町 職 

同 栗田 美穂（みほ） 
喜 多 方 市 職 

女 性 枠 

同 塩生 和也（かずや） 
南 会 津 町 職 

青 年 女 性 部 

会 計 監 査 片桐  暁（さとし） 湯 川 村 職 

同 川井 修一（しゅういち） 磐 梯 町 職 
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▼
大
会
当
日
、
配
付
さ
れ
た
「
１
単
組
１

報
告
」
か
ら
、
特
徴
的
な
内
容
を
抜
粋
し

て
記
載
し
ま
す
。 

【
会
津
若
松
市
職
労
】 

○
秋
闘
へ
向
け
た
職
場
座
談
会
を
実

施
。
人
員
要
求
や
人
事
評
価
の
問
題
等

を
職
場
・
グ
ル
ー
プ
毎
に
話
し
合
い
。
座

談
会
に
は
１
人
千
円
の
食
事
補
助
。 

【
喜
多
方
市
職
労
】 

○
人
勧
の
取
り
扱
い
。
一
時
金
の
み
先

行
実
施
し
、
給
与
は
独
自
カ
ッ
ト
を
含

め
、
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
。
結
果
し

て
、
給
料
表
改
定
は
遡
及
せ
ず
本
年
４

月
か
ら
と
し
、
独
自
カ
ッ
ト
（
３
％
）

は
、
行
わ
な
い
こ
と
で
妥
結
し
た
。 

【
猪
苗
代
町
職
労
】 

○
個
人
主
義
の
広
が
り
に
よ
り
組
合
の

必
要
性
が
見
え
に
く
く
な
り
、
脱
退
事

例
も
見
ら
れ
る
。
組
合
の
役
割
を
丁
寧

に
伝
え
、
若
手
を
含
む
参
加
促
進
と
組

織
強
化
を
進
め
る
。 

【
湯
川
村
職
労
】 

○
春
闘
期
に
、
一
人
一
要
求
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
独
自
要
求
書
を
作
成
。 

【
南
会
津
町
職
労
】 

○
勤
務
中
の
時
節
や
気
温
に
応
じ
た
軽

装
化
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、
服

装
の
乱
れ
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
青
年
部
や
女
性
部
を
中
心
に
Ｗ
Ｓ

を
行
い
「
服
装
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
案
」
を

作
成
し
、
当
局
へ
提
出
し
た
。 

【
下
郷
町
職
労
】 

○
会
計
年
度
任
用
職
員
の
組
織
化
が
実

現
し
た
。 

【
只
見
町
職
労
】 

○
こ
こ
数
年
、
多
く
の
中
途
退
職
者
が

あ
り
、
慢
性
的
な
人
員
不
足
。
今
年
度
も

若
年
層
２
名
が
退
職
。 

【
会
津
広
域
職
】 

○
こ
の
間
、
組
合
員
数
が
横
ば
い
状
態
。 

○
今
年
も
４
分
の
１
が
過
ぎ
去
り
、
は

や
４
月…

。
総
支
部
事
務
局
長
も
交
代

と
な
り
、
事
務
所
内
も
新
鮮
な
感
じ
で

す
（
前
事
務
局
長
が
腐
っ
て
た
と
い
う

意
味
で
は
な
い
の
で…

笑
）。 

事
務
所
と
言
え
ば
、
会
津
労
働
福
祉

会
館
が
本
年
中
に
閉
館
す
る
こ
と
で
進

ん
で
い
て
、
総
支
部
も
事
務
所
を
移
転

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
移
転
先
は

未
定
の
状
況
で
す
が
、
個
人
的
に
は
酷

暑
の
中
の
作
業
は
勘
弁
願
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
決
ま

る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。（
坂
内
） 

 

 

会津総支部ホームペ

ージのトップページ

です。 

 
 

 

 

 

総支部機関紙のバッ

クナンバーは、こち

らから。 

 
 

 

 

 

 

総支部 HP 機関紙 編
集
後
記 

 
 

 
 

 

 

■
公
企
評
選
出
中
央
執
行
委
員 

○
飯
塚
美
由
希
さ
ん
（
喜
多
方
市
職
）
新

以
上
で
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

▼
今
回
、
退
任
さ
れ
た
総
支
部
役
員
の

方
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

■
副
総
支
部
長 

 

佐
藤
陽
三
さ
ん
（
柳
津
町
職
労
） 

■
事
務
局
次
長 

 

品
川
貴
斗
さ
ん
（
西
会
津
町
職
労
） 

■
執
行
委
員 

 

（
県
本
部
中
執
） 

 

上
野
右
貴
さ
ん
（
喜
多
方
市
職
労
） 

 

髙
木 

類
さ
ん
（
湯
川
村
職
労
） 

 

渡
邊
彩
香
さ
ん
（
下
郷
町
職
労
） 

 

馬
場
貴
久
さ
ん
（
県
職
連
合
会
津
） 

 

（
青
年
女
性
部
） 

大
竹
隆
二
さ
ん
（
只
見
町
職
労
） 

■
会
計
監
査 

 

佐
藤
義
樹
さ
ん
（
環
境
セ
ン
タ
ー
職
） 

  

退
任
さ
れ
た 

皆
さ
ま
、
大
変 

お
疲
れ
さ
ま
で 

し
た
。 

 

 

（前）芳賀沼事務局長 

（下郷町職労） 

お疲れさまでした！ 

 

（新）二瓶事務局長 

（西会津町職労） 

よろしくお願いします！ 


